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型スーパーに出かける。今日もない。つぎは牛乳の棚に向かう。 牛乳 棚も数カ月前までは空っぽだったが、最近は商品が出てきた。今日は棚にある牛乳のすべてのブランドを買ってみた（写真②） 。八ブランドの牛乳が売られていた 、うち国産は二つのみ、あとはすべて輸入品だ。ブラジル、ポルトガル、メキシコ、チリ、 エクアドルからの輸入牛乳が棚を埋めている。 チャベス政権以前には、牛乳は国産品で自給されており、輸入牛乳など見たことなかっ のだが。　
食用油を探して小規模スーパーに立ち寄る。ここに
もない。ここではジュースを購入し （写真③） 。ロス・アンデス社の三種のジュースと生鮮パッケ ジの牛乳があったので、それを購入する。ロス・アンデス社は地場企業だったが数年前に国有化された。 「メイド・イン・社会主義」の文字が入る赤いハートマークが可愛らしい。　
食用油を探して最後に三年前に国営石油企業ＰＤＶ
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り決めた二国間協定を結んだ国々だ。ドミニカ産パスタのパッケージには（写真⑥） 「ペトロカリベ」のロゴとともに、 「これ ペトロカリベ協定の枠組みのもと、ＰＤＶＡＬ専用に生産された」 「ペトロカリベは、中米カリブの兄弟諸国との で石油と食品を交換することで、結束、協力、統合、公正な貿易関係を促進する」との説明書きが印刷されている。●郊外にドライブ　
週末に郊外までドライブに出かける。まずはガソリ
ンスタンドで給油だ。産油国であるベネズエラで ガソリンは水よりもはるかに安い。満 ン（約三〇リットル）の給油で代金は二・七ボリバル 公定レート米ドル換算でわずか六三セント（写真⑦） 。リッター当りの価格は〇・〇九七ボリバル 二・三セント） 。ちなみに原油の開発からガソリンスタンドでの販売まで累積コストがリッター当たり一二セント こと、差額はもちろん財政負担となる。売れれば売れるほど財政負担が増す仕組みだ。　
さて、走りだそう。高速道路の両脇には山肌を覆う
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タールを回復」とある。 「農地の回復」とは、農産品の低価格維持政策などに抵抗して〝生産控えをする利己的〟な農場主から農地を接収し、適切な農業生産に使用すべく準備した、という意味であろう。反チャベス派勢力が強い前述の二州では、農場の接収が相次いでいる。高速道路のわきには、革命スローガンの看板が次から次へと出てくる。国営石油化学工場の壁いっぱいの真っ赤な看板が目に入る。 「愛国、社会主義か死 。勝利するぞ」（写真⑪）の文字がおどる。●週末に我が家の近くで　
ある週末、近くの大通り
















ではない、権利だ」と書かれたポスター（写真⑬） 。農地を接収されたことに抗議して長期ハン トを決行し昨年命を落としたブリト氏の写真を掲げる人（写真⑭） 。ブリト氏のポスターの向こうには、昨年九月の国会議員選挙で全国で最大得票を獲得した反チャベス派議員マリア・コリナ・マチャド氏の姿も見える。彼女は来年末の大統領選挙に向けて反チャベス派の最有力候補の一人でもある。●デジャブ？　
チャベス大統領は、 「二一世紀の社会主義」の実現を目指
すと言う。しかし現憲法に「社会主義」の文字はなく、各種世論調査でも社会主義実現を望む人々は少数派だ そして何より「二一世紀の社会主義」が「二〇世紀の社会主義」 ど 違うのかが、当地で二年生活していてもど もわからない。むしろデジャブ感が否めないのは気のせいか。
写真⑫　「接収にはノー！　労働の権利にはイエス！　結束にはイエス！」
写真⑬　「抗議することは
犯罪ではない、権利だ」
写真⑪　国営石油工場のスローガン看板
「愛国、社会主義か、死か。勝利するぞ」
写真⑭　ハンストで命を落としたブリト氏のポスター。その左4人目の
両手を挙げた女性がマリア・コリナ・マチャド氏。
さかぐち　あき／
アジア経済研究所　在ベネズエラ海外調査員
専門はベネズエラ政治、ベネズエラ地域研究。
近著に坂口安紀編『途上国石油産業の政治経済分析』
（アジア経済研究所叢書6、岩波書店、2010年）がある。
